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昨日 11 月 11 日(木)「介護の日」に、全国を対象に「公益社団法人認知症の人と家族の

会」と中央社会保障推進協議会・東京社会保障推進協議会は共同で、今年で 11 回目となる

「介護・認知症なんでも無料電話相談」を行いました。東京をキーステーションに北海道、

岩手、秋田、埼玉、千葉、神奈川、山梨、岐阜、静岡、愛知、三重、滋賀、京都、大阪、兵

庫、鳥取、広島、山口、香川、高知、宮崎、鹿児島、計 23都道府県で相談窓口を設けて、

全国で 553件(昨年 271件の 2倍)の相談を受けることができました。 

 

相談の中での特徴は、コロナ禍で施設での介護も在宅での家族による介護も、大変困難

な状況が続き、やれる範囲で自己努力を行ってきたがもう限界、なんとかして欲しい、ま

ずは思いを受け止めてほしいとの悲痛な叫びが全国各地で出されました。私たちは、コロ

ナ禍以前から度重なる介護サービス利用抑制・制限の政策がある中で、追い打ちをかける

コロナ禍という事態の中でさらに一層介護利用者、家族、介護従事者が苦しめられている

が、昨年の 2 倍の相談件数となっており、あらためて、介護現場が認知症介護サービスの

充実を求めていることがわかりました。また高齢介護者が相談しやすい医療・介護機関を

求めていることもわかりました。行政への働きかけを強めます。 

引き続くコロナ禍で、介護施設での面会が思うように進んでいないことへの不安や不満

が多数出されました。ワクチン接種が条件となり体質的が原因で接種出来ない家族に対し

て面会を許可しない、施設の所在する県外からの面会は許可されないなど、納得できない

ことが話されました。また、やっと久しぶりにタブレット越しで顔を見ると、印象が変わ

るほどに痩せ細っていたり、認知症が進んでいたりとの悩みが出されています。そして、

「老いいく家族との残り少ない時間への焦り」を語られています。介護施設との信頼関係

も壊れ、八方ふさがりに置かれている利用者・家族が多数いることもわかりました。 

また、コロナ禍で在宅介護の比重が高まった事の反映と思える相談も多数ありました。

「一人での夫の介護に疲れた。うつ状態の精神状態です。この先、この介護はいつまで続

くのか」「コロナ感染予防のため、通いでの家族の支援を受けることができない」など孤立

した家族介護の実態も見えてきました。そうした中、ケアマネージャーなど専門職との相



談の機会、コミュニケーションの機会も薄くなり信頼関係が壊れる中で、相談先を失って

いる方もいく人も見受けられます。 

8 月の補足給付の制度改悪で、2 万円以上の負担増になり、払えない、退所を考えざるを得

ないなどの相談も多数寄せられました。 

さらに、例年より一層多くなったのが、「とにかく、一度話を聞いてもらいたかった」な

ど差し迫った不安な中、電話をかけてきている方です。コロナ禍で家族間、知人間の交流

も制限される状況が続き、相談をする機会を失って、報道を見ていても立っていられず電

話をしてきた様子が伺われます。 

最後に、相談内容でいわゆる「8050 問題」に関わるものが引き続いてあり、高齢の親に

依存する子どもへの対応での悩みが解決できていないことも明確になりました。 

政府は、介護サービス利用を抑制する政策をさらに押し進めようとしています。私たち

は、この電話相談に寄せられた「苦悩」や「叫び」とも言える相談内容を真正面からとら

えて、国民が本当に願う「介護の社会化」が実現できるよう、介護保険制度の抜本的な改

革を求めていきます。 

(なお、詳細のまとめ・分析は今後行い、公表していく予定です。) 
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